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学内WWWサ ーバーの利用

情報処理センター 湊 敏

この解説では、本学情報処理セ ンターのWWWサ ーバーを利用 して学内に情報発信する方

法にっいて述べる。現在情報処理セ ンターは、イン トラネ ッ ト用のWWWサ ーバーと して、

CERNのWWWサ ーバーおよびNCSAのWWWサ ーバーを運営 している。

CONVEXま たはSUNの 利用者ならば、これ らのサーバーを利用 して誰でも学 内用のホー

ムページを持っ ことができる。 ここでは、個人のホームページの作成の方法を解説する。

最近 、テ レビ ・新 聞 ・雑 誌等でイ ンターネ ッ ト、ホームペー一ジ、ネ ッ トサー フ ィン、 ウ

ェブといった言 葉を よ く目にす る。現在、多 くの企業 、官公庁 、教育機 関 さ らには個 人が

イ ンターネ ッ ト上で ホームペー ジを一般 的な情報発信 の手段 と して利用 して いる。 ある女

子大 生が 自分 の ホームペー ジをイ ンターネ ッ ト上 に開設 し、希望 の就職 先を見つけた と言

うニ ュースが少 し前 に報 じられ た。本学情報処理 セ ンターで も、イ ンターネ ッ ト時代 に対

応 す るために昨年7月 よ りWWWサ ーバー一を立 ち上 げた。このサーバ ーを利用 して

convexの 利用者やSUNsparc2の 利用者 は学 内ネ ッ トワー ク(イ ン トラネ ッ ト)1)上 で

ホームペー ジを開設す ることがで きるようにな った。

この解説 では、イ ン トラネ ッ ト上で ホー ムペー ジを開設す る方法 につ いて述べ る。現在

イ ン トラネ ッ ト上 ではconvexお よびSUNsparc2の2つ の ホス ト機でWWWサ ーバ ーが稼

働 して いるので ネ ッ トサー フィ ンも可能 にな って いる。 イ ン トラネ ッ ト上 でのネ ッ トサー

フィンめ方法 につ いて も述べ る。

§1.WWWに つ い て

WWWと は何 だろうか?WWWはWorldWideWebの 略語で、世界 中に張 り巡 らされ た

蜘蛛の巣 という意味で ある。即 ち、WWWと は、イ ンターネ ッ ト2)に 参加 してい る世界

中の コンピュー タネ ッ トワ...._クを蜘蛛 の巣 が張 り巡 らされて いるように接続 した ものであ

る。別の言葉で言 う と、イ ンターネ ッ トに接続 されて いるコ ンピュータ上 にあるフ ァイル

同士を結び付 けた もので ある。WWWは 、現在 では非常 に有効な情報伝達 の手段 と して利

用 されて いる。WWWに つ いて は、"ダ ブ リュ ・ダ ブ リュ ・ダ ブ リュ"、"ス リーダブ リ

ュ"、"ト リプル ・ダブ リュ"ま たは"ウ ェブ"と いった呼びか たを して いる。

このWWWが ここ数年の あいだに、われ われ の周 りに浸透 して きた。 これ まで の コン

ピュー タによる情報伝達で は、文字情報 だけ しか取 り扱 うこ とがで きなか った。WWWの

登場 によ って、われわれ は コンピュータを利用 して文 字情 報 だけでな く、画像や音声 さ ら

には動画 までや り取 りす るこ とが可能 にな った。 このため多 くの人 々がWWWを 利用 して、
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新 しい情報を手 に入れ た り、新 しい情報 を発信す るようにな った。

WWWを 利用 して、情報 を手 に入れ るためにはブ ラウザ(Browser)ま たは ビューア

(viewer)と 呼ばれ るプログラムが必要で ある。ブラ ウザには、初期の ころ利用 され た

Mosaicや 現在 よ く利用 されて いるNetscapeが あ る。 また昨年発売 され たWindows95の 専

用 ブラウザで ある ㎞temetExplorerも 現在利用者が増え て きて いる。 これ らのブ ラウザ は

HTML(HyperTextMarkupLanguage)3)と 呼ばれ る言語 で書かれ たテキ ス トファイルを、

整形 して コ ンピュー タのデ ィスプ レイに表示 して くれ るプ ログラムで ある。

HTMLと は、文字 や画像 ・音声 ・動画 とい った情報 を先 に述べ たブラウザ によ り適切 に

コ ンピュータの画面 に表示す るため の言語 であ る。 また、HTMLは リンク4)す るこ とに

よ り別 の フ ァイルを呼び 出 した り、 イ ンターネ ッ ト上 にあ るまった く別 の コン ピュータ上

にあ るフ ァイルを呼び 出す こ とがで きる。 イ ンターネ ッ ト上 にあ るコ ンピュータのフ ァイ

ルを参照す るには、URL(UnifomResourceLocater)と い うものを利用す る。 その場所の指

定方法は次の ようにな る。

プ ロ トコル 名://ホ ス ト名.ド メ イ ン名/パ ス 名

WWWの プ ロ トコ ル 名 は 、httpで あ る 。

従 っ て 、 本 学 の ホ ー ム ペ ー ジの 場 所 は

http://www.nara-u.ac.jp/index.html

とな る 。

HTML言 語 で書かれた フ ァイル は、WWWサ ーバ ー と呼ばれ るコ ンピュー一タ(WWWサ

ーバ ー ・プ ログラムが動 いて いるコ ンピュータ)上 にの ってい る
。ネ ッ トワー クが物理的

につなが って さえ いれ ば、 自動的 にブラウザが ネ ッ トワー クでつなが った コ ンピュー タ上

にあ るデータを とって くるわけで はな い。WWWサ ーバ ー ・プ ログラムは、ブ ラウザが要

求 したデータが何 であ るかを解釈 した り、指定 され た ファイル をブ ラウザ に送 るための も

のであ る。 このためWWWを 使 うため には、 イ ンターネ ッ トでつ なが り、かつ24時 間稼

働 してい るWWWサ ーバ ー ・プ ログラムを動かす ため の コンピュータが必要 にな る。

図1は 、WWWサ ーバ ー一とブ ラウザの関係を示 して いる。WWW利 用者 は、 まずブ ラウ

ザ を起動す る。利用者 は、必要 な情報 があ るWWWサ ーバ ーをURLで 指定 し、ブ ラウザ

に文書や画像 を要求す る。ブ ラウザはその要 求をイ ンターネ ッ トによ りWWWサ ーバ ー

に伝え る。WWWサ ーバ ーは、要求 に従 い文 書や画像 デー タを イ ンターネ ッ トによ りブ ラ

ウザ に送 る。 ブラウザ は、送 られ てきたデータを整 形 して利用者の コ ンピュータのデ ィス

プ レイに表示す る。 この ように、情報 を発信 す るため には、必 ずWWWサ ーバーが必要

となる。
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ブラウザ
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§2.本 学 のWWWサ ー バ ー に つ い て

WWWサ ーバ ー は、2つ の意 味 に使 われ て い る。1つ はWWWサ ー バ ー の プ ログ ラ ム

を動 か して い る コ ン ピュ ー タ の こ とで 、通 常WWWサ ーバ ー ・マ シ ン と呼 ばれ る 。 もう

1つ の 意 味 は、 世 界 の どこか の ブ ラ ウザ が 要 求 して きた 時 に、 そ の 要 求 に応 じて フ ァイ ル

を送 り出す ため の プ ログ ラ ム の こ とで あ る 。 この プ ロ グ ラ ム は、httpdと も呼 ばれ て い る。

こ こで はWWWサ ー バ ー ・プ ログ ラ ム をhttpdと 呼 ぶ こ とにす る。

httpdは 、 通 常UNIXマ シ ンで 動 か され て い る。 も ち ろんMac用 のhttpdやWindowsNT

様 のhttpdも あ るが 、 パ ソ コ ン 自体 の使 用 目的 が24時 間 稼 働 させ る ため の もの で な い た

め 、 ほ とん どの情 報 提 供 者 はWWWサ ーバ ー ・マ シ ン と してUNIXマ シ ンを利 用 して い

る。

現 在UNIXで 使 わ れ て い る 、主 な フ リー のhttpdに は 、NCSAhttpdとCERNhttpdが あ る。

フ リーで な いhttpdで あ るNetscapeCommerceService(約$3,000-)な ど もあ るが 、基 本 的

に はNCSAhttpdやCERNhttpdと 同 じで あ る。NCSAhttpdで は 、SSI(ServerSidelnclude)

を使 う こ とが で き る 。CERNhttpdで は 、Proxyを 使 用 す る こ とが で き るが 、現 在 情 報 処 理

セ ンタ ーで は使 用 して い な い 。情 報 処 理 セ ンタ ー で は、NCSAhttpdとCERNhttpdの2っ

を動 か して い る 。現 在 、NCSAhttpdはsparc2で 、CERNhttpdはconvexで 稼 働 して い る。

これ らのhttpdを 利 用 して情 報 発 信 す る利 用 者 は 、 そ の 使 用 法 に 関 して は ほ とん ど差 を 感

じる こ とは な い 。
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§3.httpdの 利 用

httpdを 用 いて 情 報 発 信 す るた め に は 、 ホー ム ペ ー ジ と呼 ばれ るHTML形 式 の フ ァイ ル

を作 成 す る必 要 が る。 この フ ァイ ル は 、htmlを 拡 張 子 と して 持 た な け れ ば な らな い。MS-

DOSやWindows3.1で は 、拡 張 子 はhtmと な る。 イ ンタ ・一ネ ッ トの世 界 で は、 ペ ー ジ とは

WWWサ ーバ ー ・マ シ ン上 で 公 開 して い る個 人 や 団体 の フ ァイ ル の こ とで 、 ブ ラ ウザ で 見

る こ との で き る もの で あ る。 これ らのペ ー ジの うち 、一 番 最 初 の 表 紙 と もい うべ きペ ー ジ

の こ とを ホ ー ム ペ ー ジ(す べ て のペ ー ジの こ とを ホ ー ム ペ ー ジ とい う人 もい る)と い う。

通 常 これ らの ペ ー ジ は、WWWサ ーバ...r・マ シ ンの あ る特 定 の デ ィ レ ク トリに入 れ る。特

定 の デ ィ レク トリで は 、個 人 が 自分 の ホー ム ペ ー ジを 持 つ こ とが で き な い の で 、 通 常 は利

用 者 が 自分 専 用 の デ ィ レク トリを作 る こ とが で き る よ う に な って い る。

sparc2ま た はconvexの 利 用者 が 、httpdに よ り情 報 発 信 す るた め には 、 利 用 者 のH'1'NIL

フ ァイ ル を入 れ て お くデ ィ レク トリを 作 る必 要 が あ る。す な わ ち、sparc2お よびconvex

どち らで も同 じで 、public_htmlと い う名 前 の デ ィ レ ク トリを作 る必 要 が あ る。 この デ

ィ レク トリ内 に 、HTMLフ ァイ ル や 画 像 ・音 声 ・動 画 フ ァイ ル を 入 れ て お け ばhttpdに よ

り情 報 発 信 で き る 。 もち ろ ん 、publi(Lhtmlデ ィ レク トリ内 に別 の デ ィ レク トリを作 る こ と

も可 能 で あ る。 別 の言 葉 で言 え ば 、public_html以 下 の フ ァイ ル は す べ て 他 人 に解 放 して い

る こ とに な る。 デ ィ レ ク トリの作 り方 は次 の よ う に な る 。(太 字 部 を 入 力)

publi(Lhtmlと い うデ ィ レク トリを作 って しま う と、 あ とはHTML形 式 の フ ァイ ル や 画

像 ・音 声 ・動 画 フ ァイ ル をpublic_htmlと い う デ ィ レ ク トリに入 れ る と情 報 発 信 が で き る。

この とき の 、 ホ ー ム ペ ー一ジの 場 所(URL)は 、"http://sparc2/～ 利 用 者 の ロ グイ ン名/

HTML・ フ ァイ ル 名"と な る。 学 内 イ ン トラネ ッ トで は 、 ドメ イ ン ・ネ ー ム ・サ ーバ ー 方 式

を 用 い て い な いの で ドメイ ン名 は い らな い。 表 紙 とな るペ ー ジの フ ァイ ル 名 がindex.html

の 場合 は 、HTMLフ ァイ ル 名 を 省 略 で き る。
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ロ グ イ ン 名 が 、atomの 場 合 の ホ ー ム ペ ー ジ の 場 所(URL)

表 紙 と な る ペ ー ジ の フ ァイ ル 名 …index.htmlの 場 合

http://sparc2/atom

表 紙 と な る ペ ー ジ の フ ァイ ル 名 …home.htmlの 場 合

http://sparc2/～atom/home.html

Oconvex利 用 者 の 場 合 は 、sparc2をconvexに 変 更 して くだ さ い 。

○ イメー ジマ ップの利用

ホームペ ー ジの中には、イメー ジを ク リックす るこ とによ り別 のペ ー ジに飛ぶ ことが で

きるようにな っている ものが あ る。 この ようなイ メー ジは、 イメー ジマ ップ といわれ た り

ク リッカブル マ ップ といわれ た りしてい る。イ メー ジマ ップを利用す るため には、次 のよ

うなフ ァイル を用意す る必要が あ る。

*.gif(ク リックす る ため の画 像 フ ァイ ル)

*.html(画 像 フ ァイ ル を 貼 る ため のHTMLフ ァイ ル)

*.map(ク リック した場 所 に よ って どこ に飛 ぶ か を 指 定 した フ ァイル)

imagemap本 体(NCSAhttpd:情 報 処 理 セ ンター が 用 意 して い る)

ま た は、homage本 体(CERNhttpd:情 報 処 理 セ ンター が 用 意 して い る)

㎞agemap.conf(情 報 処 理 セ ンタ ーが 用意 して い る)

利 用 者 は、 上 の3っ の フ ァイル を用 意 す る必 要 が あ る。

この 中で 画像 フ ァイ ル を 貼 る ため のHTMLフ ァイ ル は 、㎞agemapま た はhomageプ ロ

グ ラム の あ る場所 を 指 定 す る必 要 が あ る。 こ の ため イ メ ー ジマ ップ を 利 用 す る ため に は、

HTMLフ ァイ ル に次 の よ うな文 が 必 要 にな る。 マ ップ フ ァイル の 名 前 をmap-data.mapと

し、 ク リ ックす るた め の 画像 フ ァイ ル に名 前 をmap-img.gifと す る。 また 、 これ らの フ ァ

イ ル はpublic_htmlに あ る とす る。

HTMLフ ァ イ ル の 書 き 方

ONCSAhttpd(sparc2)の 場 合

〈AHREF="/cgi-bin/imagemap/map-data"〉

<IMGSRC="map-img.gif"ISMAP>

</A>

OCERNhttpd(convcx)の 場 合

〈AHREF="/cgi-bin/htimage/map-data"〉

<IMGSRC="map-img.gif"ISMAP>

</A>
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注:イ メー ジマ ップを利用 す るには、imagemap.confの 書 き換えが必要 にな る。 この ファ

イルの書き換え はhttpdの 管理者 しかで きな いため、実際 にイメー ジマ ップを利用す る場

合 は情報処理 セ ンターに 申 し出て くだ さい。

OSSI(ServerSideInclude)の 利 用

SSIの 利 用 で き るWWWサ ーバ ー・・マ シ ンはsparc2だ けで あ る 。SSIを 利 用 す る と次 の

よ うな こ とが で き る。

・日付 や 現 在 時刻 を 表 示 す る こ とが で き る

・フ ァイ ル の最 終 更 新 時 間 や フ ァイル サ イ ズ を表 示 す る こ とが で き る

・別 の フ ァイ ル を取 り込 む こ とが で き る

・何 らか の コマ ン ドの結 果 を 取 り込 む こ とが で き る

SSIを 実 行 させ る フ ァイ ル は 、 拡 張 子 を"shtml"に す る 。

ブラウザ

翻

↓ 文書を整形

●SSIを 解釈

一
結果を送 る

國
Eヨ

図2.SSIの 働 き
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OCGI(CommonGatewayIhterfa㏄)の 利用

CGIは 、sparc2お よびconvexど ち らで も利用で きる。CGIと は、通常のHTML文 書の

ようにブラ ウザ の要 求に対 してhゆdが ただ単 にその ファイルを提供す るので はな く・ブ

ラウザの要 求に対 してhttpdが 別の プログラムを起動 し、その結 果を ブラウザ にかえす イ

ンター フェイスであ る。CGIを 使 って 呼び 出 され るプ ログラム には、 シェル ス ク リプ ト、

Perl、Cプ ログラム とい った ものが ある。 このCGIに よって、見 るだけのHTML文 書 だけ

でな く、WWW利 用者が参加で きて、新 たなデータをWWWサ ーバ ー ・マ シンに提供す

る という対話的なペー ジを作 るこ とがで き るようにな る。 た とえ ば、次 の ようなペー ジを

作 るこ とがで きる。

・ホー ムペー ジ訪 問者 に対す るア ンケー ト

・ホームペ ー ジ訪 問者登録 の 自動 制御

・ホームペ ー ジ訪 問回数 のカ ウ ン ト

・ホス ト名や ブ ラウザ の判別

・オ ンライ ン ・シ ョッピング

・ゲーム

CGIを呼び出す

一

一
結果を送る

↓結果を整形

●サーバ ーが
CGIプ ログラムを

実行

騨齢

一
注:CGIを 利用す るためには、CGIプ ログラムを置 く場所 をhttpdに 教え る必要が ある。

この設定 はhttpd管 理者 しか で きな いため、実際 にCGIを 利用す る場合 は情 報処理セ ンタ

ーに申 し出て ください。
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OVRML(VertualRealityModelingLanguage)の 利 用

VRML5)は 、3次 元 イ メ ー ジを リア ル タイ ム に構 築 す る方 法 を記 述 す るテ キ ス トベ ー

ス の汎 用 言 語 で あ る。VRMLで 記 述 され た フ ァイル を用 い る と、WWW利 用 者 は コ ン ピュ

ー タの 中 に作 られ た空 間 を 対 話 的 に移 動 す る こ とが 可 能 に な る。 この デ モ 画 面 は・

httpd://sparc2/index.vmLhtmlで 公 開 して い る。

VRMLを 用 いて3次 元 空 間 を構 築 す るた め に は 、VRMLフ ァイル と して 拡 張 子 をwrlに

す れ ば よ い。 現在 の とこ ろVRMLは 、sparc2で しか 利 用 で き な い。

文書を リクエ ス トー
一

文書を送る

↓文書を送る

●文書を解釈 して
実行

図4.VRMLに よ る3次 元 表 丞

○ ネ ッ ト ・サ ー フ ィ ン に つ い て

ネ ッ ト ・サ ー フ ィ ン とは 、1つ のWWWサ ー バ ー ・マ シ ンか ら別 のWWWサ ー バ ー ・

マ シ ンへ と次 か ら次 へ と ホ ー ム ペ ー ジ を 移 動 して い く こ と で あ る 。 本 学 の イ ン トラ ネ ッ ト

内 で も 、sparc2か らconvexへ 、convexか らsparc2へ と ネ ッ ト ・サ ー一フ ィ ンす る こ とが で

き る 。 ネ ッ ト ・サ ー フ ィ ンす る た め のURLの 指 定 は 次 の よ う に な る 。

ネ ッ ト ・サ ー フ ィ ン の た め のURL

Osparc2か らconvexへ の 指 定(convex上 のconvex.htmlに 飛 ぶ)

<AHREF="http://convex/convex.html">CONVEXヘ リ ン ク 〈A/〉

Oconvexか らsparc2へ の 指 定(sparc2上 のssparc2.htmlに 飛 ぶ)

<AHREF="http://sparc2/sparc2.html">SPARC2ヘ リ ン ク 〈A/〉
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文 献 ・脚 注

1)外 部 か らの ア クセ ス が で きな い組 織 内 の イ ンタ ー ネ ッ ト ・シス テ ム。

2)イ ンタ ー ネ ッ トには2つ の 意 味 が あ る。1つ は 、通 常 新 聞 や テ レ ビで 使 わ れ て い る

意 味 の イ ンタ ー ネ ッ ト。 本 来 の イ ンタ ーネ ッ トの意 味 は 、 ネ ッ トワー クを つ な い だ

もの とい う意 味 で あ る。 英 語 で は 、 前 者 はInternetと 大 文 字 が 使 わ れ て い る。

3)HTMLの 解 説 書

a)千 葉 麗 子 著 、伊 藤 穣 一 監 修 、"千 葉 麗 子 とつ くる イ ンタ ー ネ ッ トホー ム ペ

ー ジ"
、BNN、1995年 、

b)LarryAronson著 、 イ ンタ ー ネ ッ トマ ガ ジ ン編集 部 監 修 、"HTML入 門"、

イ ンプ レス 、1995年 、

c)吉 村 信 、 家 永 百 合 子 、鐙 聡 著 、"イ ンター ネ ッ トホー ムペ ー ジデザ イ ン"、

翔 泳 社 、1995年

HTML作 成 の ため の プ ロ グ ラ ム

a)NetscapeGold、 ネ ッ トス ケ ー プ コ ミュニ ケ ー シ ョンズ 、

b)こ ざい くWebDesigner2.0、 日本 コ ダ ック 、¥198,000

c)HOTALL95、 デ ー一ビー ソ フ ト、¥20,000

d)ホ.___ム ペ ー ジ ・ビル ダ ー 、 日本IBM、¥14,800

d)WebAssistant、 東 芝 、¥16,800

4)HTML・ 文 書 内 で 、別 の フ ァイ ル(他 のWWWサ ーバ ー ・マ シ ン上 の フ ァイル も含 む)

を 呼 び 出す こ と。

5)VRMLの 解 説 書

a)SebastianHassinger,MikeErwin著 、安 藤 幸 央 監 訳 、"VRML60分 ガ イ ド"、

ソ フ トバ ンク、1996年 、

b)中 山 茂 著 、"NetscapeVRML入 門"、 日刊 工 業 新 聞 、1995年
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